
令和７年度事業実績報告書 

 

○令和７年度事業  
 

１ かごしま海外ビジネス支援事業 
⑴ 貿易相談事業 

県内企業等の海外事業展開を支援するため、実務、金融、通関等の分野からなる
貿易アドバイザー等による貿易相談を実施した。 
海外ビジネス支援センター貿易相談件数：322件（令和８年３月末時点） 

 

【貿易アドバイザー：４名】 

分 野 会社名 職 名 氏 名 

実 務 弓場貿易㈱ 代表取締役会長 弓場 秋信 

金 融 ㈱鹿児島銀行 国際ﾋﾞｼﾞﾈｽ支援部 国際ﾋﾞｼﾞﾈｽ推進室 室長 森口 真也 

通 関 
㈱共進組 海外営業部 取締役部長 梅木 洋一郎 

鹿児島海陸運送㈱ 通関課 課長代理 通関士 前屋 隆一 

 

⑵ 海外商談会等開催事業 

 本県とアジアをはじめとする海外との貿易促進を図るため、国内外バイヤーとの
商談会等を開催した。 

 

① 南の宝箱鹿児島輸出商談会 2025 の開催 

 豊富で良質な本県産品について、海外における更なる認知度向上と販路開拓を
図るため、国内外バイヤーとの商談会を開催した。あわせてバイヤーから希望の
あった県内事業者（県産本格焼酎、伝統的工芸品等）の産地視察を実施した。 
 また、今年度は離島の事業者を対象としたリモート商談も実施した。 
 
日  時：令和７年 10月 14日（火）商談会 

15日（水）産地視察（南薩、北薩、日置・霧島、大隅方面） 
場  所：鹿児島サンロイヤルホテル 太陽・開聞・高隈の間 
参加バイヤー：30以上の国、地域に商流を有するバイヤー43社 
参加企業：県内企業 60 社、物流相談６社、貿易関係団体１団体、食品安全規

格相談１社 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 



⑶ かごしまブランド海外展開推進事業 

海外における県産品の販路拡大やかごしまブランドの構築のため、海外のスーパ
ーマーケットにおいて「鹿児島フェア」等を開催した。 

 

① 2025 かごしまの新特産品コンクール 

「鹿児島県貿易協会会長賞」として以下の商品を選定
した。 

 
日  時：令和７年 10月 28日（火） 
場  所：鹿児島サンロイヤルホテル 
受賞商品： 
１ 池田選茶堂 with抹茶粉末 Sencha House 茶筅セッ

ト（池田選茶堂） 
２ 洗顔石鹸ヴィーガン至白（㈱日本衛生センター） 

 

② 香港の著名バーテンダー招へい及び産地視察 

県の「かごしま焼酎大使」に任命されている香港
の著名バーテンダーを招へいし、県内の酒蔵の視察
を実施した。また、本格焼酎を活用した新たなカク
テルの開発につなげるため、お茶や黒酢などの県産
品も産地視察を通じて提案した。 
 

日  時：令和７年 11 月１日（土） 
場  所：県内企業３社 
 

③ 米国日系スーパーマーケットでの「鹿児島フェア」 

米国の「ニジヤマーケット」において、鹿児島フェアを開催した。 
県内事業者９社が渡米し、カリフォルニア州のトーランス店にて店頭販売を

行い、県産品をＰＲした。 
 

期  間：令和８年２月 27日（金）～３月１日（日） 
場  所：カリフォルニア州 ニジヤマーケット トーランス店  
販売品目：鹿児島和牛、水産加工品、農産加工品、お茶、黒酢、味噌、醤油、

鰹節、麺類、菓子類 
実  績：50事業者、約 100商品 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 



⑷ 管理運営事業 

 かごしま海外ビジネス支援センターライブラリーと協会ホームページにより、貿
易関係の情報発信強化を図った。 

 

① かごしま海外ビジネス支援センターライブラリーの運営 

日本貿易振興機構（ジェトロ）鹿児島貿易情報センターとの共同管理により、
かごしま海外ビジネス支援センターライブラリーを運営し、一般の閲覧に供し、
貿易関係の最新情報の提供を行った。 

 

② ホームページによる情報発信 

貿易協会のホームページにより最新の情報発信の強化を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 貿易振興事業 

 貿易関係の各種協議会等との情報交換や連携を通じ、協会活動の充実強化を図った。 

令和７年 ４月 22日 薩摩國広域輸出促進協議会総会 

   ５月９日 鹿児島空港国際化促進協議会幹事会 

   ５月 15日 鹿児島空港国際化促進協議会総会 

   ６月４日 鹿児島県開発促進協議会総会 

   ６月 30日 公益社団法人鹿児島県特産品協会総会 

   ８月２日 川内宮之城道路決起大会 

   10月 30日 九州貿易協会連絡協議会 

令和８年 １月 30日 第６回志布志港港湾脱炭素化推進協議会 

 

⑴ 第 33回九州貿易協会連絡協議会 

 九州各地域の貿易協会で構成される「九州貿易協会連絡協議会」において、「第
33 回貿易協会連絡協議会」が北九州市で開催され、貿易協会の運営や貿易振興施
策について意見交換を行ったほか、北九州市内の企業訪問を行った。 

※ 参加：(一社)熊本県貿易協会、(公社)福岡貿易会、(公社)鹿児島県貿易協会、
(公社)北九州貿易協会、(一社)長崎県貿易協会、(一社)大分県貿易協
会、(一社)沖縄県貿易協会、三池貿易振興会 

 
ア 協議会 

日 時：令和７年 10月 30日（木）午後２時～午後５時 



場 所：北九州市 
内 容：各地域の貿易協会から提案された議題について意見交換 

イ 企業訪問 
日 時：令和７年 10月 31日（金）午前８時 50分～午後１時 30分 
場 所：株式会社 EVモーターズ・ジャパン 

 

３ 情報活動事業 
情報誌やメーリングリストでの海外情報や商談会等の情報発信や、国内外バイヤ

ーへの県内企業の商品情報発信により、企業の海外進出を支援した。 
 

⑴ 貿易情報誌発行 

海外情報や海外駐在員レポート、海外展開関連補助・助
成制度の情報等を掲載した会員向け情報誌「ACCESS」（年刊）
を発行したほか、商談会やセミナー等の情報を掲載した「貿
易ニュース」（月刊ウェブ配信）を発行し、貿易関連の情報
発信を行った。 

 

⑵ メーリングリストによる情報発信 

メーリングリスト登録者（約 250 個人・団体）に対し、
セミナーや見本市等の情報発信を随時実施した。 

 

⑶ 公式インスタグラムによる情報発信 

SNSを活用した情報発信として、新たにインスタグラムに公式アカウントを開設
し、各種セミナーや事業活動等を随時情報発信した。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

４ 貿易研修事業 
鹿児島県内貿易関係者の貿易実務能力の向上に資するため、日本貿易振興機構

（ジェトロ）鹿児島貿易情報センター等と連携し、セミナーや貿易実務講座等を開
催した。 

 

⑴ 食の国際認証規格及びフィリピン市場セミナー 

 県産品の販路拡大につなげるため、海外営業に力を入れている企業や海外展開を
視野に入れる企業を対象に、食の国際認証規格に関する貿易実務講座及び今後の有
望市場であるフィリピン市場に関するセミナーを九州貿易振興協議会と合同で開
催した。 

日 時：令和７年７月１日（火）午後１時 00分～午後６時 30分 
場 所：マークメイザン（鹿児島市） 



内 容： 
ア 貿易実務講座 

海外展開にあたり取り組むべき食の安全規格について、HACCAP や
FSSC22000など各種認証制度の概要や違い、取得方法名などをマネジメント
システムの専門家が説明した。 
講 師：ペリージョンソンホールディング株式会社 

 
イ フィリピン市場セミナー 

フィリピン市場に関するセミナーを開催し、嗜好性など特性や最新のト
レンド、今後の展望について専門家が説明した。また、専門家との個別相談
会も実施し、フィリピン市場に対応した商品づくり等について意見交換を
行った。 

    講 師：LINK & SUPPORT Consulting Services Pte. Ltd. 
参加者：講座８社、セミナー７社、個別商談会１社 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑵ 越境ＥＣセミナー及び商談会 

越境ＥＣセミナー及び商談会を開催し、ＥＣに関する最新のトレンドや有効なプ
ロモーションなどを専門家が説明した。あわせて ASEAN等の地域に販売網を有する
ＥＣモール「Shopee」及び「Lazada」の出品を目指し、商談会も実施した。 
商談会の結果、シンガポール、マレーシア、フィリピン、タイ、ベトナム、台湾

の「Shopee」及び「Lazada」に商品を出品した。 
日 時：令和７年 10月３日（金）午後１時～午後５時 
場 所：マークメイザン 
主 催：鹿児島県、公益社団法人鹿児島県貿易協会 
参加者：16名 
内 容： 
①越境 EC セミナー（株式会社ウォーネクト 代表取締役社長 水口 耕太） 
②商談会（株式会社ウォーネクトとの商談） 
県産品取扱数：96商品 
取扱品目：菓子、調味料、麺類、茶、農産加工品、生活用品 等 

 

 

 

 

 

  



５ 貿易概況調査 

  鹿児島県の輸出及び輸入の動向について把握するため、県内企業を対象に実態

調査を実施した。696 社（飲食料品）に調査し、回答のあった 280社のうち、「152

社」が、貿易の実績があると回答し、令和６年度の加工食品の輸出額は「22 億 43

百万円」、輸入額は「741億 21百万円」であった。輸入額が前年度を上回り、年間

貿易額（輸出額＋輸入額）は前年度比 118.5％の「763億 65百万円」となった。 

 

⑴ 年間貿易額の推移             （単位：百万円） 

 

 

 

 

 

※ ( )内の数字は県外製造品を含む数値を表す。 

 

⑵ 輸出額の状況              （単位：千円、％） 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 加工食品の品目別状況       （単位：百万円、％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ( )内の数字は県外製造品を含む数値を表す。 

※ラウンドの関係で合計が合わないことがある。 

  

増減額 前年度比 増減額 前年度比

1,639 452 138.1 1,187 (1,470) ▲431 73.4 1,618

農産加工品 103 17 119.8 86 (185) ▲80 51.8 166

畜産加工品 48 18 160.0 30 11 157.9 19

水産加工品 994 216 127.8 778 ▲100 88.6 878

その他加工品・調味料 318 176 223.9 142 (326) ▲77 64.8 219

飲料 176 25 116.6 151 ▲185 44.9 336

604 64 111.9 540 (732) ▲465 53.7 1,005

焼酎 364 91 133.3 273 (281) ▲37 88.1 310

その他酒類 240 ▲27 89.9 267 (451) ▲428 38.4 695

2,243 515 129.8 1,728 (2,202) ▲895 65.9 2,623

酒類

加工食品等 計

令和６年度
令和４年度

令和５年度
区分

飲食料品



６ トップセールス事業等 
県産品の海外における認知度向上や販路拡大を図るため、県内団体・関係機関

と連携して行うセールス活動など、知事トップセールス等を行った。 

 

⑴ 中東における県産品プロモーション事業 

① 鹿児島県・在ドバイ総領事館共催レセプション 
日  時：令和７年 10月 13日（月）午後２時～午後４時 
場  所：在ドバイ日本国総領事公邸 
概  要：在ドバイ日本国総領事公邸においてレセプションを開催し、県産食

材（和牛、ブリ、茶等）を活用した料理の提供や、観光・県産品Ｐ
Ｒブースの設置等により、県産品の認知度向上を図るとともに、県
産品の中東への販路開拓の足掛かりを築いた。 

対 象 者：現地レストランオーナー、シェフ、バイヤー、旅行業関係者、現地
関係マスコミ等 

提供品目：県産和牛、ブリ、茶、加工品など 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 現地レストランや量販店、インポーター等とのセールスミーティング 
日  時：令和７年 10月 13日（月）午後７時～午後９時 
場  所：レストラン「ＴＯＭＯ（友）」 
概  要：有力インポーターと連携し、ドバイの現地レストランや量販店等に

対し、試食を通じて県産食材（和牛やカンパチ、茶、さつまいも、
ゆずドリンクなど）を幅広く提案し、日本食材に関する市場ニーズ
等を探るとともに関係性構築を図った。 

  



⑵ シンガポールにおける県産品プロモーション事業 

① 知事主催レセプション 
日  時：令和８年１月 16日（金）午後６時～午後８時 
場  所：パークロイヤルホテルビーチロード 
概  要：「第 22 回鹿児島・シンガポール交流会議」にあわせて、知事主催レ

セプションを開催し、シンガポール交流会議出席者やシンガポール
日本国総領事、飲食、流通、観光、航空関係者等の招待者に対し、
鹿児島の誇る本県食材の提供、本県観光のＰＲを実施した。 

提供品目：県産和牛、ブリ、茶、焼酎、黒酢、菓子類、薩摩切子、シラス製品
など 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 飲食店関係者向けセールスミーティング 

日  時：令和８年１月 17日（土）午前 11時 30分～午後１時 30 分 
場  所：日本料理店「竹葉亭」 
概  要：日本食材を取り扱う有力輸入事業者と連携し、現地飲食店関係者に

対し、本県食材（和牛、ブリ、カンパチ、鰻、茶、さつまいも、焼
酎等）の試食を通じ幅広く提案した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７ 加工食品クラスター輸出緊急対策事業【令和６年度農林水産省補正予算】 
今後、大きく成長が見込まれるインド市場における日本産食材の認知度向上と

販路拡大を図るため、県内の地域商社や加工食品生産者等と連携し、現地で強い
影響力を持つ日本料理店への提案を通して、高品質な県産食品の認知度向上と流
通拡大を図った。 
また、産直港湾「志布志港」からインドへ県産加工品をテスト輸出し、あわせて、

水産加工品といったインド市場で潜在的な需要がある新たな分野への販路拡大を
図った。 



⑴ 現地日本料理店のトップシェフ等向け産地視察及び商談等 

日本料理に理解が深く、現地のレストランや若いシェフ等に影響力のあるシェフ
やレストランオーナー等２名を鹿児島県に招へいし、産地視察及び商談会、調理ワ
ークショップを開催し、オリジナルメニューを開発いただいた。 
 

日 時：令和７年 10月 14日（火）南の宝箱鹿児島輸出商談会への参加 
令和７年 10月 15日（水）産地視察（黒酢等の県内６企業） 
令和７年 10月 16日（木）調理ワークショップの開催 

招聘者：ヌレーシャ・カブリー氏（日本料理店「IZUMI」オーナーシェフ） 

ブレハディーシュ・クマール氏（日本料理店「GINKO」オーナーシェフ） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑵ 現地日本料理店シェフ等への調理講習会及び鹿児島フェアの開催 

  県産品販路拡大のアンバサダーとなる人材を現地に増やし、自発的かつ能動的な

プロモーションにつなげるため、現地日本料理店のシェフ等を対象とした日本食調

理講習会をインド・ムンバイにて実施した。 

  あわせて、同地にて、鹿児島に招へいしたレストランシェフが開発したオリジナ

ルメニューを中心とした鹿児島フェアを開催した。 

 

店 舗：日本料理店「IZUMI」、日本料理店「GINKO」 

日 時：令和７年 11月４日（火）～11日（火） 

レストラン取扱品目：９商品 

 

 

 

 

 


